
 

「大手町・丸の内・有楽町」
 開発プロジェクト大研究

丸の内再構築のさらなる「拡がり」と「深まり」を目指して
新たな展開をスタートした「大丸有」の未来図

■ これまでの10年間と同規模の投資で
　 さらに加速する再開発プロジェクト

　三菱地所株式会社が「丸の内再構築」の計画を発表したのは1998年

のことだ。そして2002年8月、このエリアのシンボル的存在である丸の内ビ

ルディングを竣工させたのに続き、日本工業倶楽部会館・三菱UFJ信託銀

行本店ビル、丸の内オアゾ、東京ビル、新丸の内ビル、ザ・ペニンシュラ東

京と次 と々新しいビルを誕生させ、大手町・丸の内・有楽町地区を国際都

市東京の中心地として再認識させるのに大きく貢献している。

「丸の内再構築で目指す街の姿は“世界で最もインタラクションが活発な

街”です。2007年までの10年間を私たちはこの再構築プロジェクトの第1

ステージと位置づけて、東京駅前周辺の重点的な機能更新と、目抜き通り

である丸の内仲通りの整備により、エリア内に活気と賑わいを創出すること

に注力し、6棟の建て替えを行いました。また商業・交流施設を増やすことで、

これまでのビジネスに特化した街から、機能の多様化を図ったのです」（合

場直人氏）

　その結果、「大丸有」の風景は一変した。ビジネスエリアとして従来以上

に活気あふれる街となり、多くの企業が再びこの地にオフィスを求めるよう

になった。また新たに生まれたショップやレストランには休日でも多くの人が

溢れている。

「続く2008年からの10年間は、第2ステージとして次の段階の街づくりを進

めていきます。キーワードは、さらなる『拡がり』と『深まり』。東京駅前周辺

の活気と賑わいを大手町・丸の内・有楽町全体に拡大し、オフィスや商業

施設の深化・拡充を引き続き行うのと同時に、今までこの地区になかった

機能を付加していくことで、もっと多くの魅力を持った街にしていくつもりです」

（合場氏）

　ちなみに第2ステージへの投資規模は「これまでの10年間とほぼ同等」

となる予定で、大型プロジェクトが次 と々計画されている。

「丸の内再構築では、当社がエリア内にビルを面で保有する優位性を活か

し、ITインフラやセキュリティーの高度化などを図り、グローバルに活動する

企業ニーズを捉えたビジネス機能を深化させました。その結果、オフィステ

ナントの構成も以前はメーカー系企業が中心だったのが、現在では外資系

も含めた金融機関や弁護士事務所等のプロフェッショナルファームの割

合が増えています。第2ステージでは、更なる街の付加価値向上に努め、

世界有数のビジネスセンターとしての地位をより一層高めていきたいと考え

ています」（合場氏）

■「文化」という新たな街の魅力を
 　歴史的建造物と美術館で実現する

　それでは、すでに発表されているプロジェクトについて紹介していこう。

　第2ステージの第一弾となるのは、2009年春に竣工を予定している「丸

の内パークビルディング」と「三菱一号館」だ。

「丸の内2丁目にあった三菱商事ビル・古河ビル・丸ノ内八重洲ビルの建

て替え事業で、高層棟の丸の内パークビルディングに加えて赤煉瓦の三

菱一号館を復元し、本格的な美術館として活用していく計画です」（村田

修氏）

　三菱一号館は1894年（明治27年）に竣工した丸の内で最初のオフィス

ビルで、当時の設計図や実測図、保存部材などを用いて可能な限り忠実

に復元するという。

「約230万個の赤煉瓦を新たに調達し、100年以上前の工法で建てるのは、

通常のビルを建てる以上のコストと手間がかかります。それでも、丸の内を

オフィス街にするきっかけとなった建築物なのですから、都市の記憶を継承

するという意味でも、全社一致で復元が決まったのです」（村田氏）

　また、その用途を美術館とした点が、第2ステージの目指す方向性を明確

に示している。

「三菱一号館は街の新しいランドマークになるだけに、ビジネス、ショッピン

グに続くこの街の新しい魅力を強く印象づける施設にしようと考えたので

す。文化を発信する美術館は、街の機能の多様性の拡大のみならず都

市観光という観点からも非常に効果的だと思いましたね」（合場氏）

■10年間で大きな成果をあげた「大丸有」の再構築

計画が発表されてから2007年までを、三菱地所では「丸の内再構
築」の第1ステージと位置づけている。丸ビル、丸の内オアゾ、東
京ビル、新丸ビルなどのオープンにより、これまでのビジネスに特
化した街から、開かれた多様性のある街への転換が進んだ。

■第2ステージは新しい魅力の創出

2008年からの第2ステージも丸の内再構築のさらなる「拡がり」と
「深まり」を目指し、同規模の投資で建替事業を積極的に推進。
丸の内パークビルディングの建設と三菱一号館の復元で、エリア
内の文化芸術の中核施設を担う本格的な美術館を併設するほか、
歴史的建造物による回遊効果にも期待。

■大手町を大きく変える連鎖型再開発事業

大手町合同庁舎の跡地を活用し、大手町北部の建替事業を連
続して進める計画がスタート。国際金融センター構想の支援も
睨み、大手町の他のエリアでも開発を推進する予定。

■エリアごとの個性が街の魅力を高める

金融センターの大手町、ビジネスセンターの丸の内、銀座との連
携を進める有楽町と、大丸有の各エリアは個性を際だたせること
で魅力を増している。第2ステージではさらに街の機能を多層化、
多様化していき、人々の交流を促進していく。
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三菱地所株式会社
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村田　修氏
ビルアセット開発部副長

大手町・丸の内・有楽町地区の再構築を進めている三菱地所株式会社では、今年度以降の10年間を丸の内再構築プロジェクトの第2
ステージと位置づけ、積極的な投資を続けていく予定だ。第一弾となる計画では、旧三菱商事ビル・古河ビル・丸ノ内八重洲ビルの3棟
一体での建て替えにより丸の内パークビルディングを新築。敷地内に丸の内発展の祖となった三菱一号館を復元して、美術館として活
用する。第2ステージにおいて目指していく「大丸有」エリアの新しい姿とはどんなものか、『オフィスマーケット』では開発企画のリー
ダーにお話しを伺い、その動向をレポートする。

▼特集の下記バックナンバーはhttp://www.websanko.comをご覧ください。
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高層・低層棟「丸の内パークビルディング」

赤煉瓦棟「三菱一号館」広場「一号館広場」

東京都千代田区丸の内2-6-1他

約11,900㎡（約3,600坪）

約205,000㎡（約62,000坪）

1565％

地下4階・地上34階・塔屋3階、

約157ｍ（丸の内パークビルディング)

地下1階・地上3階（三菱一号館）

着工2007年2月5日～竣工2009年春
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三菱一号館完成イメージ

高層・低層棟「丸の内パークビルディング」

赤煉瓦棟「三菱一号館」広場「一号館広場」

名   称： 

所 在 地：

敷地面積：

延床面積：

容 積 率：

階数・高さ：

工   期：

計画概要


